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Ⅰ．背景
　2007（平成 19）年 11 月，社会福祉士及び介護福







































The utility of home economics contents for certified care workers
― Comparison of certified care workers working in 3 different types of facilities for the















































　第 1 は，その施設数の多さである．2011 年 10 月
1 日現在，介護老人福祉施設は 6254 施設，介護老
人保健施設は 3719 施設，そして認知症グループホー
ムに関しては 10 年間で約 5 倍急増して 10645 施設







































































索した結果，計 222 施設が抽出された（2010 年 6
月 1 日現在）．このうち，無作為抽出した計 110 施




が抽出され（2010 年 10 月 29 日現在），この全施設











祉施設が 275 票中 128 票（46.5％），介護老人保健
施設が 275 票中 134 票（48.7％），認知症グループ
ホームが 810 票中 85 票（10.5％）だった．介護老
人保健施設の 1 票を除き，その他はすべて有効回
答であった．そこで，介護老人福祉施設で働く 128
人（平均年齢 27.5 歳± 7.5），介護老人保健施設で
働く 133 人（平均年齢 26.5 歳± 6.2），そして認知








多い．その証拠に，2011 年 12 月 19 日に本学介護
福祉学科 1年生 67 人を対象に，「将来，就職したい
と思う勤務先はどこですか」という質問票調査を
行ったところ，就職希望先の 1位は「認知症グルー
プホーム」で 12 人（17.9％）だった．2 位は「介
護老人福祉施設」で 11 人（16.4％），そして 3位は
「介護老人保健施設」で 10 人（14.9％）という結果





















度数 （％）　 度数 （％）　 度数 （％）　
女性 100 （78.1）　 91 （68.4）　 64 （75.3）　
男性 28 （21.9）　 42 （31.6）　 21 （24.7）　
平均年齢（標準偏差）
範囲
介護職員 82 （64.1）　 105 （78.9）　 58 （68.2）　
副主任等 26 （20.3）　 17 （12.8）　 10 （11.8）　
介護課長・主任等 11 （8.6）　 8 （6.0）　 2 （2.4）　
介護支援専門員 4 （3.1）　 0 （0.0）　 2 （2.4）　
相談員 2 （1.6）　 2 （1.5）　 0 （0.0）　
施設管理者・責任者 0 （0.0）　 0 （0.0）　 12 （14.1）　
その他 3 （2.3）　 1 （0.8）　 1 （1.2）　
1年未満 15 （11.7）　 13 （9.8）　 12 （14.1）　
1～3年未満 39 （30.5）　 41 （30.8）　 35 （41.2）　
3～5年未満 23 （18.0）　 29 （21.8）　 12 （14.1）　
5～10年未満 38 （29.7）　 37 （27.8）　 17 （20.0）　

















43 項目と家政学実習 25 項目の計 68 項目について，
対象者の勤務する施設で「役立つ」（4 点）～「役










おける勤続年数 5 年未満の人が 60.2％，62.4％，
69.4％で，いずれも 6割以上を占めていた．
（n  = 98） （n  = 79） （n  = 70）
家庭経営 家族周期 2.57（0.85） 2.38（1.00） 2.73（0.99） 2.57 †
生活設計 2.63（0.85） 2.41（1.02） 2.74（1.00） 2.49 †
家庭経済 財産・消費生活に関する法規 2.59（0.94） 2.33（0.98） 2.70（1.05） 2.86 †
生活費のあり方 2.58（0.95） 2.39（0.97） 2.84（1.04） 3.91 *
家庭管理 家庭の情報処理 2.64（0.89） 2.52（1.04） 2.80（1.03） 1.53
家事労働の分類と特徴 2.64（0.88） 2.54（0.90） 2.84（1.06） 1.93
生活時間 2.84（0.86） 2.80（0.94） 2.97（1.02） 0.71
家事・介護労働の能率化 2.84（0.88） 2.75（0.88） 3.03（0.98） 1.84
休養と栄養 3.06（0.81） 2.95（0.88） 3.07（0.94） 0.48
家事・介護労働と疲労 2.97（0.81） 2.92（0.90） 2.99（1.03） 0.10
家事援助と作業管理 3.02（0.85） 2.85（1.01） 3.20（0.99） 2.58 †
2.78（0.94） 2.63（1.00） 3.04（0.91） 3.54 *
3.00（0.89） 2.65（1.06） 3.06（0.96） 4.19 *
3.11（0.86） 2.97（0.97） 3.43（0.75） 5.27 **
3.51（0.76） 3.56（0.68） 3.54（0.74） 0.10
身体の機能と栄養 栄養素 3.30（0.80） 3.27（0.76） 3.44（0.69） 1.15
消化吸収 3.41（0.74） 3.25（0.76） 3.43（0.75） 1.29
3.36（0.84） 3.25（1.01） 3.41（0.81） 0.64
高齢者・障害者と栄養 栄養所要量 3.41（0.76） 3.46（0.71） 3.44（0.77） 0.10
加齢・障害と食生活のあり方 3.54（0.75） 3.56（0.64） 3.56（0.72） 0.02
調理 食材の選び方 2.59（0.96） 2.32（1.07） 3.41（0.77） 26.73 ****
食材の調理性 2.62（0.91） 2.39（1.10） 3.49（0.72） 28.35 ****
調理操作 2.69（0.97） 2.39（1.10） 3.49（0.74） 25.71 ****
献立作成 2.56（1.00） 2.29（1.09） 3.44（0.79） 28.21 ****
被服の役割と機能 3.15（0.82） 2.91（0.91） 3.01（1.00） 1.60
被服素材と品質表示 3.08（0.81） 2.76（0.91） 3.03（0.99） 3.09 *
被服の洗濯と管理 3.09（0.80） 2.90（0.87） 3.09（0.99） 1.26
高齢者・障害者と被服 3.28（0.89） 3.11（0.93） 3.09（1.03） 1.02
住居の役割と機能 3.10（0.90） 2.97（0.91） 3.07（0.95） 0.44
生活行動と生活空間 台所 3.00（0.94） 2.75（0.99） 3.37（0.75） 8.83 ****
トイレ 3.32（0.78） 3.33（0.80） 3.36（0.76） 0.06
居間 3.08（0.86） 2.96（0.95） 3.39（0.75） 4.75 **
浴室 3.28（0.81） 3.30（0.81） 3.39（0.75） 0.41
寝室 3.24（0.81） 3.15（0.85） 3.41（0.75） 2.00
住居の管理と安全 営繕 3.07（0.93） 2.85（0.98） 3.24（0.92） 3.29 *
通報設備 3.19（0.86） 3.10（0.91） 3.40（0.86） 2.25
防災 3.27（0.86） 3.10（0.93） 3.47（0.85） 3.31 *
事故防止 3.62（0.75） 3.56（0.68） 3.66（0.68） 0.39
快適な室内環境 採光 3.31（0.79） 3.28（0.83） 3.44（0.83） 0.87
湿度 3.43（0.76） 3.44（0.73） 3.47（0.79） 0.07
換気 3.46（0.75） 3.49（0.70） 3.49（0.79） 0.05
温度 3.45（0.75） 3.47（0.70） 3.50（0.79） 0.10








調理器具・設備 b < c
b < c
食品衛生に関する法規 b < a, c
食品の成分と保存・管理 a, b < c
食生活と健康
高齢者・障害者の食生活と調理法と食器
a, b < c
a, b < c
a, b, < c
b < c
a, b < c






（注意2） † p  < .10，* p  < .05，** p  < .01，**** p  < .001












あった（順に，Fs (2, 244) = 5.14; 15.74; 12.42; 












分析を行った（多重比較には Tukey の HSD 法が用い
られ，有意水準は 5% に設定された）．なお，分析に












有用性を高く評価していた（順に，Fs (2, 244) = 
26.73; 28.35; 25.71; 28.21, ps < .001）．
家事作業計画 2.74（0.91） 2.56（0.94） 2.97（1.06） 3.41 *
2.58（0.96） 2.34（0.97） 2.86（1.01） 5.14 **
2.48（0.91） 2.25（0.93） 3.07（0.91） 15.74 ****
2.47（0.99） 2.32（0.98） 3.09（1.02） 12.42 ****
3.04（0.94） 2.86（1.02） 3.59（0.79） 12.20 ****
被服管理実習 のり付け 2.20（0.91） 2.10（0.94） 2.56（0.97） 4.81 **
仕上げ 2.31（0.92） 2.22（1.00） 2.64（0.98） 4.05 *
洗濯しみ抜き 2.71（0.92） 2.56（0.98） 2.93（0.95） 2.85 †
保管 2.72（0.93） 2.44（1.06） 2.96（1.00） 5.04 **
漂白 2.70（0.92） 2.65（1.05） 3.10（0.98） 4.72 *
2.69（0.90） 2.43（0.96） 2.67（0.99） 1.96
3.11（0.87） 2.94（0.94） 3.04（1.01） 0.77
住居管理 ガス・電気器具等の管理 2.47（0.93） 2.33（1.00） 3.13（0.93） 14.56 ****
ゴミ処理 2.74（1.02） 2.52（1.05） 3.16（0.90） 7.80 ***
水まわり 2.70（0.94） 2.51（1.00） 3.19（0.92） 9.86 ****
室内環境整備 照明 3.40（0.74） 3.41（0.71） 3.47（0.76） 0.23
換気 3.47（0.66） 3.47（0.66） 3.53（0.70） 0.20
湿度 3.51（0.65） 3.46（0.66） 3.53（0.70） 0.25
室温 3.54（0.63） 3.44（0.68） 3.54（0.67） 0.61
防災 住居安全のための工夫 3.16（0.94） 2.90（1.00） 3.57（0.71） 10.46 ****
消火 3.24（0.91） 3.06（1.00） 3.61（0.69） 7.41 ***
避難誘導 3.32（0.90） 3.15（0.98） 3.61（0.71） 5.26 **
緊急時連絡 3.39（0.86） 3.19（0.92） 3.66（0.63） 6.01 ***
高齢者・障害者に適した住宅改善事例 3.11（0.87） 2.97（1.09） 3.34（0.93） 2.76 †





a, b < c
a, b < c
a, b < c
a, b < c
a, b < c
a, b < c
被服素材の特徴と鑑別実験
高齢者・障害者のための被服デザイン
a, b < c
a, b < c
b < c
献立作成と栄養計算 a, b < c
調理実習 a, b < c
b < c
食品衛生実験 b < c













































































































































































































































































































割合は 2011（平成 23）年度末で 26.4％を占め
ている．2012（平成 24）年度から 3 年間の長
野県高齢者プランで，2014（平成 26）年度ま
でに 36.0％に引き上げる目標を掲げているが，
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